
報告会 道南圏域

日時：2019年12月21日（土） 13：30～15：00
場所：社会医療法人仁生会 西堀病院
プログラム
13：00 受付
13：25 オリエンテーション
13：30 開会挨拶 北海道看護協会 会長 上田順子
13：35 出向支援事業について 北海道看護協会出向支援事業コーディネーター 清野しのぶ
13：50 報告

国立病院機構函館病院 地域連携室看護師 佐々木お幸
函館医師会病院 看護部長 後藤ちはる

看護師（課長補佐） 斎藤恵子
看護師（課長補佐） 吉田理花

社会法人仁生会訪問看護ステーション西堀 所長 鈴木貴子
14：35 質疑応答・意見交換
15：00 閉会挨拶 道南南支部 支部長職務代行 北村和宏

参加者：31名

国立函館の看護師は、前年度2週間の研修後の成果報告であった。根拠を持って地域連携室の専従として対応できるようになり、医師からも
相談を受けるようになった。
医師会病院の看護師は、事例を通して訪問看護の実践を報告。絶対在宅は困難と思われた利用者への支援を報告。
訪問STは、教育体制の見直しができ、自分たちの看護を振り返ることができ、一人増えたことで長期休暇が取りやすくなったと成果をあげている。
何よりも出向元の病院と顔の見える関係作りができたことが大きいとのべている。
参加者からは、訪問看護がしたいと思う内容の発表で感動したと意見があった。

看護の素晴らしさを伝え参加者は涙を浮かべる場面もあった。


